
 

 

 

6/29～7/10 個別懇談（全員） 

6/30～7/1 フリー参観・家庭教育学級 

1日（水） 交通安全指導 

3日（金） 保育のしごと見学会 

7日（火） 七夕会 

15日（水） 交通安全指導・発育測定 

17日（金） 英語で遊ぼう（4・5歳児） 

18日（土） 夕涼み会（自由参加） 

21日（火） 保育料引落日 

23日（木） 避難訓練 

24日（金） お楽しみ会(5歳児) 

 

行事予定 

令和8年度7月 

みつづかこども園 えんだより 
 

「主体性保育」って何？ 

 

マホと目、姿勢、そして脳

の大問題 

親に褒められて初めて、子どもは、今まで気付かなかった自

分の長所に気付くこともあります。 

  ７歳のアマンダは、ビーズでブレスレットを作れるようになり

ました。友達がみんなブレスレットを欲しがったので、アマンダ

は、一人一人に似合う色を選んで作ってあげました。こんなア

マンダのどこを褒めるかは、お母さんの腕の見せ所。「すごい

わね。こんなきれいなブレスレットが作れるなんて」と、センスの

よさを誉めることもできます。あるいは、「こんなによくできてい

るんだから、お店で売れるわね」と、ブレスレットの商品価値を

褒めることもできるでしょう。けれど、このお母さんは、「お友達

に合わせて、一つずつ作ってあげるなんて、優しいわね」と、ア

マンダの友達思い、思いやりの心を褒めたのです。こんなお母

さんのおかげで、アマンダは、自分にはそんないいところがあっ

たのかと気付くことができ、人を思いやることの大切さを学ん

だのです。 

  お子さんのどんな面を褒めたいと思うかは、もちろん親御さ

んによってそれぞれでしょう。しかし、どこを褒めるかによって、

子どもの人格と価値観の形成に大きな影響力を及ぼすことに

なるのです。（「子どもが育つ魔法の言葉」より） 

   園長  小薮 達也 

・6月 26日に七夕飾りの短冊をお渡ししました。

（未満児 1枚、以上児 2枚）子どもたちと相談

しながら願い事を書いていただき、7月 3日か

6 日に親子で笹に飾ってください。未満児は各

部屋に、以上児は中通路に飾ります。 

・コドモンでもお知らせしましたが、出産のため休

暇に入っております飯田繁香に替わり、龍造寺

苗美が主にふじ・ばら組のフリーを担当してお

ります。 

 

「主体性保育」という言葉を聞いた保護者の方か

ら、「それはどういう保育？」「自由に好きなこ

とをさせること？」「何でもしていいの？」とい

う疑問をよく聞かれます。これは、「主体性保育」

についてあまり説明されていないことからくる

疑問です。特に多いのが「主体性保育＝自由に何

でもやっていい」という誤解です。 

「主体性保育」とは、子ども一人一人の「やって

みたい」という思いや願いを受け止め、安心感と

信頼感をもって活動できる環境や、自己を十分に

発揮できる環境を整えることです。それは、子ど

も自ら考え、行動することを促す保育です。 

「主体性」とは、「大人がやってほしいこと」を

子どもが進んでやることではありません。また、

「主体性」を育むことは、わがままを許すことで

もありません。「自由」と「主体性」は違うとい

うことを理解したいものです。 

 
〈お願いとお知らせ〉 

子どもは親に褒められた面を伸ばしてゆく

事予定 

 保育者が子どもに何も働きかけず、単に子ど

もを好きなように遊ばせておけばよいというこ

とではなく、個々の子どもの発達の特性や過程

と、興味・関心を踏まえ、子どもが自ら関わりた

くなるような環境を構成することが「主体性保

育」であり、他人の気持ちや都合などを考えず

に、自分の思い通りに行動したり、意見を押し通

したりする「わがまま」とは異なります。 

子どもたちが保育者と一緒にルールや枠組み

を作っていくことで、子ども自身が集団の中で

どのようにして力を発揮していくのかを考えて

いくことができると、それは社会性を身に付け

ることにつながります。そして小学校へ上がっ

てからも、子ども同士で助け合ったり、解決した

りする重要な力となることでしょう。 

（「保育界」函館短期大学保育学科 咲間まり子

教授の文章より引用）   


